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は じ め に 

【本市におけるこれまでの行財政改革の取り組みについて】 

   本市は、従来からも必要に応じて事務事業や組織機構の見直しなど行政改革を進めてき

ていますが、刻々と変化する社会情勢、地方分権の進展、脆弱な財政基盤に対応すること

とあわせて、行政改革の意識付けをさらに明確にするため、平成１０年、市長を本部長と

した「芦別市行政改革推進本部」を設置、また、行政改革に取り組むための基本的な指針

となる「芦別市行財政改革大綱」を平成１１年度に策定し、平成１２年度以降における新

たな行財政改革を推進していくこととしました。 

   具体的な取り組みとしては、平成１２年度から平成１４年度までの３年間を第１期の計画

期間として設定し実施。続いて、平成１６年度から平成２０年度までの５年間を第２期とし

て位置づけし行財政行革を推進してきたところです。 

   なお、これらの計画とは別に、緊急的かつ集中的な取り組みを進めるため、平成１４年度

から平成１８年度までの期間設定において、アクションプログラムを策定し実施しています。 

    
■本市における行財政改革取組の流れ 

年   度 行  革  内  容 

平成１１年度 ・芦別市行財政改革大綱を策定 

平成１２年度 ・第１期行財政改革実施 

（計画年度：平成 12 年度 

～14 年度）

 

平成１３年度 

平成１４年度  

・アクションプログラム実施 平成１５年度  

平成１６年度  行財政改革市民会議 （計画年度： 

平成１７年度               

・第２期行財政改革実施 

（計画年度：平成 16 年度 

～20 年度）

平成 14 年度～18 年度）

平成１８年度 

平成１９年度  

平成２０年度 

   
■第１期行財政改革実施計画（平成１２年度～１４年度）の取り組み結果 

（平成１５年度分を追加したもの。なお、アクションプログラム項目も当該計画に含む） 

 計画上 
の項目 

追加
項目

計 
実施状況 実施率 

（％） 
経費効果額 

（単位：千円）実施済 検討 削除等

事務事業の見直し ２４ １２ ３６ ３１ ４ １ 86.1 ６９，５７２

組織定員・管理機

構の見直し 
１０ ６ １６ １４ １ １ 87.5 ７７，４７４

給与の適正化 ３ ５ ８ ８ 100.0 ８７，９８５

財政の健全化 ６ １７ ２３ １８ ５ 78.3 ３８６，７８５

公共施設設置及び

管理運営 
１ １３ １４ １０ 71.4 ２４，５９１

団体事務局の移管 ３１ ３１ ２０ 64.5 

計 ７５ ５３ １２８ １０１ １０ ２ 78.9 ６４６，４０７

 



ま と め 

―第２期行財政改革実施計画の取り組み報告― 

 ○実施計画の取り組み結果について 

第２期行財政改革の取り組みは、平成１６年度から平成２０年度までの５年間を実施計

画年度として設定し、同計画の策定にあたっては、市民からのアイデア等を生かした中で、

市民とともに考える行財政運営方式に転換することを目指しました。 

   このことから、市民からの公募４人と学識経験者６人で組織する「行財政改革市民会議」

を設置し、同会議において慎重に検討をいただき、最終的にまとめられた報告書を参考に協

議を重ね、結果として６６項目を実施計画項目に位置づけを行い、行革を推進していくこと

としました。 

   計画期間では、延べ１９回、行政改革推進本部会議を開催し、各年度の計画項目について

検証を行い、進捗状況等を確認するとともに、計画の完全実施に意を用いながら計画推進を

図ってきた結果、下表のとおり、６６項目中５６項目を実施。また、４項目が未実施（うち、

３項目が継続検討）となり、残余の６項目を未実施として削除した結果、93.3％の実施率

となりました。 

   また、計画期間において見直し等を実施した項目全体にかかる取り組み効果額は、合計で

２６億２，５９４万円となっています。 

 
■実施計画取り組み総括表 

年   度 計画項目 実施項目 未実施項目 実施率（％） 

平成１６年度 １８ １８     ０ １００．０ 

平成１７年度 ２７ ２７     ０ １００．０ 

平成１８年度      ７      ７     ０ １００．０ 

平成１９年度      ３      ３     ０ １００．０ 

平成２０年度      ２      １     １ ５０．０ 

継 続 検 討      ３      ０     ３ ０．０ 

合   計 ６０ ５６     ４ ９３．３ 

削 除 項 目      ６      ０     ６     ― 

                            ※詳細は資料参照 

■実施結果に基づく効果額の内訳 

分野別改革項目 算出対象項目 効果額（千円） 

事務事業の見直し ２１ ２４６，１３０ 

給与の見直し      ５ ９０２，６２３ 

財政の健全化等 ３１ １，４２４，２４７ 

公共施設の整備・管理運営      ４ ５２，９３６ 

合   計 ６１ ２，６２５，９３６ 

        ※算出対象項目は実施項目内の実施状況による項目数。詳細は資料参照 

 



○総合評価について 

実施計画の改革項目における目標達成度を測るための項目別総合評価については、下表

のとおりで、評価対象５７項目中、目標以上（ＡＡ）が８項目、目標どおり（Ａ）が４３

項目、目標より下回る（Ｂ）は４項目、ほとんど進まなかった（Ｃ）が２項目となってい

ます。 

■総合評価取り組み結果表 

分 野 別 

改 革 項 目 

改 革 

項目数 

総 合 評 価

対象項目数

目標達成度別改革事項数 

目標以上 

（AA） 

目標どおり

（A） 

目標より 

下回る（B） 

ほとんど進まな

かった（C） 

事務事業の見直し 27 25 3 20 1 1

給与の見直し 5 5 2 2 1 0

財政の健全化等 23 22 3 17 1 1

公共施設の整備・

管理運営 
5 5 0 ４ １ 0

合    計 60 57 8 4３ ４ 2

※総合評価対象項目数（５７）は、改革項目数（６０）から継続検討項目数（３）を差し引きしたもの。 

また、一つの改革事項に複数の判断項目がある場合は、総合的な評価をして算出しています 

 
○今後の行財政改革の位置づけについて 

 

第２期行財政改革については、計画最終年度である平成２０年度をもって、一応完了し

たところですが、平成２０年度において、北海道備荒資金組合超過納付金が枯渇し、「財政

再生団体」への転落が予想されるなど、本市を取り巻く財政環境はより深刻度を増す状況

にあったことから、健全な行財政構造を確立するため、平成１９年１２月に「財政健全化

計画」を策定したところです。 

したがって、平成２０年度をもって終了する「行財政改革実施計画」に代わり、行革の

舞台は事実上、「財政健全化計画」に引き継がれており、今後においては、行財政改革実施

計画における継続検討項目の追加や未実施項目の再検証、また、新たな事務事業の見直し

など、新規の見直し項目の追加などがある場合は、財政健全化計画において位置づけされ

ることになっています。 

なお、行財政改革実施計画の継続検討３項目と、同計画期間中に新たな項目として協議

を重ねていた「単独施策事業の見直し」については、「財政健全化計画」において引き続き

健全化項目の対象事項として検討していくこととしています。 

  
取り組み結果の詳細等につきましては、下記資料において確認願います。 

［資  料] 

○第 2 期行財政改革実施計画の取組状況（総括） 

   ○第 2 期行財政改革実施計画の取組状況一覧表  

   ○芦別市行財政改革実施計画取組結果報告書（改革事項別) 
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